
　今年の紀州おどり「ぶんだら節」は、８月５日土に和歌
山城周辺で開催します。市政 80 周年を記念し昭和 44 年
に誕生してから、今年で 55 回目を迎えます。これまでも
参加者の皆様には、独自の振り付けや衣装でお祭りを盛り
上げていただきましたが、新型コロナウイルス感染症が５
類に引き下げられてから初の開催となる今回、本市の夏の
風物詩を日常に取り戻すとともに、新たな未来に向かって
歩み始める節目の 55 回目となるよう、ぜひご参加をお願
いします。

　

市長コラム

長いトンネルの向こうに

♦参加申込期限　6 月 23 日 金

参参 加加 連連 募募 集集

問 紀州おどり実行委員会事務局（観光課内）☎ 435-1234

今年は８月5 日土開催！ 第 55 回第 55 回 紀州おどり紀州おどり

ぶんだら節ぶんだら節
♦  踊りに連（グループ）として参加したい場合は、

市 HP（ID：1003239）より申込方法
等の詳細をご確認の上、お申込みくだ
さい。       　   市 HP はこちらから →

※ 個人も「飛び入り連」で自由にご参加いただけます。

　５月８日から新型コロナ感染症の位置づけが「２類」
から「５類」に移行し、マスクを外される方も増え、人々
が交流するイベントも増えてきました。観光客もほぼコ
ロナ前の水準に戻りつつあり、コロナ禍の長かったトン
ネルも出口の光が見え始めたような気がします。これま
で医療機関やエッセンシャルワーカーの皆様、そしてご
協力頂いたすべての市民の皆様にお礼申し上げます。し
かし、コロナウイルスが無くなったわけではありません
ので、引き続きご苦労をおかけすると思いますがよろし
くお願い申し上げます。和歌山市では、感染拡大に備え
た保健所の体制やワクチン接種を維持しつつ、社会や経
済活動の正常化に向け、コロナ禍からの脱却を目指して
まいります。

　先日、久しぶりに家内の実家に車で行く途中、急に家
内が「山が笑っている」と言い出しました。そう言われ
てみると山々に芽生えた新緑が風に揺れ、山全体が表情
豊かに笑っているように見えます。同じ景色なはずなの
に、コロナ禍からの心境の変化からなのか、山が笑い、
滴り、風薫るのを感じ、この３年間とは違う景色に見え
ます。大事な人に会える、施設に入っている家族に会え
る、笑顔でお互いの健康を確認し合う再会ができる。コ
ロナ禍で失ったものは大きかったけれど、人と人が会え
る大切さを改めて学んだように思います。
　トンネルの向こう側は、4 年
前と景色が少し変わるのか、ま
だはっきりとは見えないけれ
ど、当たり前の日常を当たり前
に過ごせる日も近いことを信じ
ています。

古紙パルプ配合率70％再生紙と植物油インキを使用しています。
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夏といえば祭りかなと思い、屋台の明かりをイメージし
ました。蛍の光にも見えますね笑。

今月の題字、私が制作しました
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） 広告掲載の申込等に関する問い合わせはサンケイ広告株式会社へ（☎ 073-433-1221）へ

広告 市財政収入の一部に寄与することを目的とし、一般の広告を掲載しています。 広告主・広告内容は、市が推奨するものではありません。

市財政収入の一部に寄与することを目的とし、一般の広告を掲載しています。 


